
私
立
高
校
で
人
気
だ
っ

た
の
は
、
淑
徳
16
名
、
豊

南
14
名
、
豊
島
学
院
11
名
、

目
白
研
心
10
名
、
中
大
杉

並
・
早
稲
田
学
院
５
名
が

目
立
っ
た
。

練
馬
（
春
日
町
４
ー
28

ー
25

校
長
　
丸
茂

聡
）

平
成
26
年
度
８
名
　
27
年

度
４
名
　
28
年
度
９
名

29
年
度
５
名
　
30
年
度

16
名
　
令
和
元
年
度
10
名
　

計
52
名

田
柄
（
光
が
丘
２
ー
３

ー
１
　
校
長
　
栃
倉
和

則
）

平
成
26
年
度
７
名

27
年
度
４
名
　
28
年
度
４

名
　
29
年
度
２
名
　
30
年

度
６
名
　
令
和
元
年
度
３

名
　
計
26
名

光
丘
（
旭
町
２
ー
１
ー

35

校
長
　
尾
崎
　
肇
）

平
成
26
年
度
５
名
　
27
年

度
７
名
　
28
年
度
６
名

29
年
度
８
名
　
30
年
度
４

名
　
令
和
元
年
度
４
名
　

計
34
名

発行所　（株）光が丘新聞社 

毎月5日発行 
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ト
ッ
プ
は
地
元
練
馬
高
校
へ
10
名

令
和
元
年
度
の
光
が
丘
団
地
内

一
・
二
・
三
中
学
校
の
進
路
先
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
都
立
高
校
で
み
る

と
練
馬
10
名
、
練
馬
工
業
９
名
、

武
蔵
丘
・
志
村
学
園
各
８
名
、
千
早

７
名
、
鷺
宮
・
井
草
各
６
名
の
順
に
。

光
が
丘
地
区
内
の
順
位
は
、
練
馬

10
名
、
光
丘
４
名
、
田
柄
３
名
。

光が丘新聞社調査

私
立
で
は
淑
徳
16
名

青山　　1

足立西　1

井草　　6

板橋　　6

板橋有徳 2

大泉　　1

大泉桜　5

王子総合 1

北園　　4

清瀬　　4

工芸　　2

鷺宮　　6

産業技術

高専 4

志村学園 8

石神井　3

新宿　　5

新宿山吹 1

杉並　　2

杉並工業 1

墨田工業 1

高島　　4

田柄　　3

竹早　　4

第四商業 6

千早　　7

豊島　　3

戸山　　4

豊多摩　3

西　　　4

練馬　10

練馬工業 9

農芸　　2

晴海総合 2

光丘　　4

東大和　1

日比谷　4

広尾　　1

富士　　2

文京　　5

保谷　　5

三田　　1

南葛飾　1

武蔵丘　8

六本木　1

芦花　　1

【国立】

東工大

科学技術 3

広島大

附属1

飛鳥未来 2 青山学院　アメリカ

ンクリスチャンアカデミーインジ

ャパン 各1

國學院4 関東国際　慶應志 各2

錦城　クラーク記念国際　国立

音大附属　国本女子　京華　京華

商業　駒込　駒場学園　佼成学園

各1

淑徳 16 淑徳SC 城北　専修大

附属 各４　淑徳巣鴨　杉並学院

各3 狭山ヶ丘　実践学園　自由

ヶ丘学園　品川翔英　芝浦工大附

属　潤徳女子　城北埼玉　駿台学

園　西武文理　正則学園　創価

各１

豊島学院 11 中大杉並 5 大東

文化第一 ４　貞静学園　東洋 各3

東亜学園　東京家政大附属　豊

島岡女子　東海大附属高輪台 各2

大成　帝京　天理　デンソ－工

業学園　東京立正　東京韓国学校

東京共育学園　東京実業　東洋

大京北 各1

日大鶴ヶ丘 2 日大第二　日大豊

山女子　日本学園　野田鎌田学園

杉並専修 各1

豊南 14 宝仙学園4 文華女子3

文化学園大杉並　掘越 各２

八戸工大第一　藤村女子　文京学

院　保善　細田学園　法政大学

各1

目白研心 10 武蔵野 4 明大中

野 3 明大明治 2 明治学院 1

八州学園 1

立教新座 1

早稲田学院 5 早稲田実業 2 早

稲田本庄　渡辺学院第一 各1

ア）

カ）

サ）

タ）

ナ）

ハ）

マ）

ヤ）

ラ）

ワ）

光
が
丘
地
区
高
校

過
去
５
年
間
の
進
路
状
況



【
指
導
の
方
針
】

①
長
所
を
ほ
め
る
。
自
分

の
い
い
面
に
気
づ
か
せ
る
。

②
人
と
比
べ
な
い
。
過
去

の
自
分
と
比
べ
る
。

③
進
歩
が
見
ら
れ
た
ら
、

何
が
ど
う
進
歩
し
た
か
を
、

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

④
進
歩
を
楽
し
む
。

⑤
も
っ
と
、
と
い
う
意
欲

を
引
き
出
す
。

⑥
努
力
す
る
人
に
な
る
。

努
力
す
れ
ば
伸
び
る
。
力
も

自
信
も
つ
く
。

【
指
導
の
特
色
】

①
少
人
数
授
業
。

②
授
業
＋
個
別
指
導
。

③
プ
ロ
の
教
師
の
指
導
。

④
個
性
に
応
じ
た
指
導
。

個
別
指
導
で
個
性
を
把
握
。

小
テ
ス
ト
等
で
力
を
確
認
。

力
に
応
じ
て
演
習
を
行
う
。

【
中
学
生
の
指
導
】

主
体
性
を
重
視
。

能
力
や
適
性
に
つ
い
て
個
別

に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
特
に

長
所
を
自
覚
し
て
主
体
的
に

伸
ば
す
よ
う
指
導
。

【
小
学
生
の
指
導
】

き
め
の
細
か
い
指
導
。

き
め
細
か
く
個
性
を
把
握
。

能
力
向
上
に
重
点
を
置
く
。

能
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
、

記
憶
力
・
理
解
力
・
思
考
力

な
ど
の
能
力
を
磨
く
。

読
書
感
想
文
も
特
色
。

【
指
導
の
目
標
】

正
し
く
理
解
す
る
力
や
、

正
し
く
考
え
る
力
を
伸
ば
す

こ
と
に
重
点
を
置
く
。

一
生
の
財
産
に
な
る
能
力

を
磨
く
こ
と
を
め
ざ
す
。

教
材
は
（
株
）
新
村
教
育

研
究
所
の
『
基
礎
学
習
練
習

帳
』（
計
算
・
文
章
題
・
か
き

か
た
・
漢
字
が
一
冊
に
ま
と

め
ら
れ
た
問
題
集
）
を
中
心

に
、
同
塾
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

加
え
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に

楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

図
形
パ
ズ
ル
・
１
２
３
積
み

木
・
お
は
じ
き
な
ど
を
用
い

た
指
先
を
使
う
学
習
で
、
観

察
力
・
集
中
力
・
想
像
力
な

ど
の
総
合
的
な
知
能
を
育
む
。

【
英
語
】
も
導
入
し
「
昔
話
」

を
読
み
進
め
て
い
る
。

《
特
徴
》

◇
「
学
年
」
と
い
う
枠
を

超
え
た
「
進
級
式
学
習
法
」

◇
一
歩
下
が
り
、
よ
く
分
か

る
段
階
か
ら
ス
タ
ー
ト
◇
確

実
に
習
熟
す
る
ま
で
繰
り
返

し
学
習
◇
国
語
の
教
科
書
を

音
読
し
内
容
理
解
◇
日
本
の

昔
話
を
〈
英
語
〉
で
音
読
◇

考
え
を
ま
と
め
て
相
手
に
伝

え
る
練
習
◇
正
し
い
姿
勢
・

正
し
い
鉛
筆
の
持
ち
方
指
導

★
夏
休
み
『
国
語
』
学
習

８
月
３
日
か
ら
21
日
の
間

の
５
日
間
。
Ａ
コ
ー
ス
９
時

〜
10
時
30
分
、
Ｂ
コ
ー
ス

10
時
40
分
〜
12
時
10
分
。

★
７
月
８
月
体
験
学
習

７
月
１
日
か
ら
８
月
22

日
。
４
回
・
８
回
・
12
回
・

16
回
。
午
後
２
時
か
ら
６
時

30
分
の
間
の
60
分
。

【
特
色
】

①
超
少
人
数
制
授
業

ク
ラ
ス
定
員
７
名
程
度
で

生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
確

実
に
わ
か
る
授
業
を
す
る
。

先
生
か
ら
の
一
方
的
な
講
義

で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
で
は

み
ん
な
で
考
え
議
論
を
導
く

授
業
。
質
問
も
し
や
す
い
。

ま
た
個
々
に
応
じ
た
サ
ポ
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
科
目
選
択
受
講
制

中
学
部
は
数
学
・
英
語
・

理
科
、
高
等
部
は
数
学
・
英

語
・
物
理
か
ら
選
択
受
講
。

③
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
授
業

苦
手
分
野
克
服
の
た
め
の

数
学
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
授

業
も
併
せ
て
受
講
で
き
る
。

④
自
由
に
使
え
る
自
習
室

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
自
習
室
を
開
放
し
て
い
る
。

自
習
中
わ
か
ら
な
い
所
は
質

問
で
き
る
。

【
合
格
実
績
】

▽
高
校
入
試

〈
国
立
〉
筑
波
大
付
属
２

〈
都
立
〉
戸
山
６
　
富
士
６

大
泉
５
　
新
宿
３
　
井
草
３

豊
島
３
　
西
２
　
北
園
２
他

▽
大
学
入
試

〈
国
公
立
〉
お
茶
の
水
女
大

京
都
大
２
　
京
都
府
立
医
大

埼
玉
県
立
大
２
　
首
都
大
３

千
葉
大
２
　
筑
波
大
（
理
工
）

東
大
（
理
Ⅰ)

２
　
東
学
大
２

東
工
大
２
　
富
山
大
（
医
）

東
京
海
洋
大
　
山
形
大
（
医)

電
通
大
２
　
国
際
教
養
大

〈
私
立
〉
青
山
学
院
大(

経
）

慶
應
大
３
　
北
里
大
（
医
）

芝
浦
工
大
７
　
成
蹊
大
４

中
央
大
11

東
京
薬
科
大
３

東
京
理
科
大
22

法
政
大
３
　

日
大(

獣
医)

２
　
明
治
大
17

立
教
大
６
　
早
稲
田
大
13
他
　

「
安
心
の
低
料
金
で
圧
倒

的
に
高
い
効
果
を
」
の
塾
是

の
下
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
に
立

っ
た
教
室
運
営
を
展
開
。

集
中
力
が
続
く
60
分
授
業

の
「
個
別
指
導
」
と
、
学
習

内
容
が
定
着
す
る
ま
で
１
週

間
に
何
日
で
も
、
１
日
何
時

間
で
も
同
料
金
で
繰
り
返
し

学
習
で
き
る
『
巡
回
指
導
』

の
セ
ッ
ト
受
講
に
よ
り
、
個

別
指
導
に
あ
り
が
ち
な
演
習

不
足
を
解
消
し
、
理
解
し
、

解
答
を
作
成
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
。
塾
生
の
学
習
意
欲

と
成
績
の
伸
び
は
、
先
生
次

第
で
大
き
く
異
な
る
と
い
う

考
え
、
採
用
を
厳
格
化
し
、

経
験
豊
富
な
社
会
人
の
先
生

を
中
心
と
し
た
高
品
質
な
指

導
を
実
現
。
宿
題
提
出
・
理

解
度
テ
ス
ト
の
合
格
な
ど
で

ポ
イ
ン
ト
付
与
し
、
賞
品
と

交
換
す
る
制
度
を
設
け
、
学

習
意
欲
を
多
方
面
か
ら
刺
激
。

定
期
テ
ス
ト
対
策
で
は
過

去
問
分
析
を
徹
底
研
究
し
、

各
学
校
の
予
想
問
題
を
作
成

し
、
塾
生
が
間
違
っ
た
問
題

は
類
似
問
題
を
作
成
し
分
か

る
ま
で
、
で
き
る
ま
で
熱
血

指
導
。

【
特
色
】

①
小
学
生
〜
受
験
生
・
大

学
生
・
社
会
人
ま
で
多
彩
な

コ
ー
ス
を
展
開
。

②
３
名
程
度
の
少
人
数
制

ク
ラ
ス
。
個
別
指
導
あ
り
。

③
視
聴
覚
機
器
・
教
材
を

駆
使
し
、
総
合
的
な
英
語
力

を
育
成
。

④
実
用
英
語
検
定
（
英
検
）

の
準
会
場
校
。
昨
年
度
の
合

格
者
数
50
名
。（
準
１
級
合

格
者
を
含
む
）

⑤
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

リ
ス
ニ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
、
英

単
語
検
定
、
音
読
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
施
。
学
ん
だ
こ
と
が

形
に
残
る
。

【
指
導
方
針
】

①
こ
と
ば
の
能
力
四
技
能

（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書

く
）
を
総
合
的
に
習
得
で
き

る
適
切
な
指
導
。

②
リ
ス
ニ
ン
グ
、
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
充
実
に
向
け
た
徹

底
的
な
訓
練
。

③
生
徒
一
人
一
人
の
力
・

ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
親
身
な

指
導
で
受
験
に
も
強
い
。

「
夏
期
講
座
」

英
検
集
中
講
座
を
活
用
し
、

既
習
事
項
（
語
彙
・
文
法
中

心
）
の
確
認
を
行
う
。
毎
回

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
Ｃ
Ｄ
に

よ
る
家
庭
学
習
で
、
リ
ス
ニ

ン
グ
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

長
文
読
解
演
習
で
受
験
対
策
。

夏
期
限
定
個
別
指
導
あ
り
。

【
特
色
】

①
大
学
受
験
指
導
30
年
の

伝
統
と
実
績
の
あ
る
「
塾
」。

大
学
受
験
で
は
、
５
年
連
続

早
稲
田
大
学
合
格
。
都
立
中

堅
校
レ
ベ
ル
の
生
徒
も
早
慶

を
含
む
難
関
私
大
（
明
治
・

法
政
・
中
央
・
東
理
大
等
）

に
確
実
に
合
格
し
て
い
る
。

②
大
学
受
験
を
最
終
目
標

に
中
・
高
・
大
の
受
験
を
専

門
的
・
段
階
的
に
指
導
。
少

人
数
精
鋭
の
ク
ラ
ス
授
業
の

他
、
必
要
に
応
じ
た
個
人
指

導
コ
ー
ス
も
充
実
。（
小
三
〜

既
卒
生
）

③
本
当
の
意
味
で
の
き
め

の
細
か
い
指
導
に
よ
っ
て
、

塾
生
全
員
が
成
績
向
上
、
志

望
校
合
格
を
果
た
す
。
一
貫

し
て
高
い
合
格
率
を
保
持
。

④
塾
生
が
高
い
目
標
を
掲

げ
て
「
受
験
」
と
真
摯
に
対

峙
す
る
過
程
で
人
間
的
な
成

長
こ
そ
大
事
に
応
援
し
て
い

る
。【

指
導
方
針
】

①
『
絶
対
成
績
Ｕ
Ｐ
を
』

１
ク
ラ
ス
５
〜
15
名
の
レ

ベ
ル
別
構
成
。
指
導
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
性
に
優
れ

た
専
任
講
師
が
親
身
に
指
導
。

自
習
や
質
問
は
い
つ
で
も
０

Ｋ
。
も
ち
ろ
ん
中
・
高
生
の

学
校
定
期
試
験
対
策
も
完
全

サ
ポ
ー
ト
。

②
『
生
徒
個
々
の
将
来
を

考
え
た
進
路
指
導
』

塾
生
個
々
の
将
来
の
夢
や

希
望
、
適
性
を
本
人
や
保
護

者
と
面
談
を
通
じ
て
十
分
に

話
し
合
い
、
成
績
や
偏
差
値

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
正
確
な

情
報
と
一
歩
先
を
考
え
た
進

路
の
選
択
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

 

 

長
所
か
ら
伸
ば
せ
る

優
し
い
先
生
方
が
待
っ
て
ま
す

 

じ
い
じ
　
ば
あ
ば

パ
パ
　
マ
マ

私勉
強
が
好
き

毎
日
が
愉
快

先
生
　
友
達
　
私

今
な
ら
作
れ
る

笑
顔
の
絶
え
な
い

未
来 歴

史



練
馬
東
小
学
校
よ
り
の

転
任
。
光
が
丘
第
二
中
学

校
「
山
田
美
鈴
校
長
先

生
」、
微
笑
み
と
共
に
出

迎
え
て
く
だ
さ
り
、
光
が

丘
新
聞
の
歴
史
を
探
っ
て

一
気
に
打
ち
解
け
た
。

教
育
畑
46
年
目
、
教

育
目
標
は
「
１
人
を
大
切

に
す
る
―
集
団
を
活
か
す

為
に
は
―
子
ど
も
が
根
本

的
に
好
き
な
ん
で
す
」

江
戸
川
区
、
小
金
井
、

杉
並
区
、
練
馬
と
携
わ
っ

て
「
こ
の
広
大
な
団
地
街

が
初
め
て
で
す
…
い
い
経

験
に
な
り
そ
う
で
す
」

三
鷹
よ
り
通
勤
さ
れ
て

い
て
「
遠
く
て
大
変
で
す

ね
」「
趣
味
が
国
内
外
の

旅
行
と
、
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。

フ
ル
も
ハ
ー
フ
も
、
東
京

マ
ラ
ソ
ン
も
一
度
体
験
し

ま
し
た
。
す
ば
ら
し
か
っ

た
で
す
」

ご
家
族
は
ご

主
人
、
お
子
さ

ま
２
名
、「
２
人

共
社
会
人
に
な

り
ま
し
た
」

上
の
方
が
御

目
出
度
で
…

「
初
孫
が
生
ま
れ

る
の
が
楽
し
み

で
…
」

円
転
滑
脱
な

姿
が
眩
し
い
。

個
個
の
子
ど
も
た
ち
が
好
き
で

本
来
な
ら
４
月
に
伺
う

と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
為
、
今
日
、
６

月
16
日
に
な
っ
て
し
ま

い
「
い
い
え
、
都
立
高
校

も
６
月
か
ら
ボ
チ
ボ
チ
と

い
う
感
じ
で
す
の
で
…
」

爽
や
か
な
瞳
が
マ
ス
ク

の
上
か
ら
笑
み
を
湛
え
て

い
る
。

初
め
て
の
校
長
就
任
と

あ
っ
て
窓
辺
に
活
か
さ
れ

て
い
る
白
い
胡
蝶
欄
が
目

に
止
ま
る
―
２
㍍
離
れ
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
光
丘
高

校
尾
　
　
肇
校
長
先
生
と

新
鮮
な
出
会
い
と
な
っ

た
。教

育
モ
ッ
ト
ー
は
「
考

え
な
い
教
師
に
、
考
え
る

生
徒
は
育
た
な
い
」

ご
趣
味
は
、
銭
湯
巡
り

４
３
０
円
位
で
そ
の
場
所

の
空
気
が
読
め
る
…
。

教
科
は
国
語
、
い
つ
の

日
か
、
す
ば
ら

し
い
文
章
を
残

さ
れ
る
こ
と
を

期
待
で
き
る
。

ご
家
族
は
奥

様
と
高
校
１
年

生
、
小
学
校
６

年
生
の
女
子
。

前
任
は
、
中

部
学
校
経
営
支

援
セ
ン
タ
ー
。

第
19
代
豊
渓
中
学
校

長
に
着
任
の
「
山
根
浩
孝
」

校
長
先
生
の
豊
渓
中
だ
よ

り
に
『
勉
強
だ
け
は
、
誰

も
助
け
て
く
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
』『
時
間

は
す
べ
て
の
人
に
平
等
に

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
…
。

１
日
１
日
の
積
み
重
ね
が

１
週
間
、
１
か
月
と
な
り
、

そ
れ
が
自
分
の
人
生
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
…
１

人
が
１
分
集
合
時
間
に
遅

れ
れ
ば
、
全
員
の
時
間
が

１
分
無
駄
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
授
業
や
行
事
等

で
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
説

明
を
聞
い
て
い
な
か
っ
た

り
す
る
と
、
そ
の
分
、
授

業
や
練
習
が
う
ま
く
進
ま

ず
、
み
ん
な
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
み
ん
な
の
時
間

を
大
切
に
使
え
る
よ
う

…
』

「
豊
渓
中
の

生
徒
た
ち
は
落

ち
着
き
が
あ
り
、

し
っ
か
り
話
を

聞
こ
う
と
す
る

姿
が
…
」
穏
や

か
な
対
応
が
地

域
の
方
々
に
も

伝
わ
り
、
学
校

に
協
力
的
。

登
山
が
ご
趣

味
。

「
壇
原
雅
恵
光
が
丘
さ

く
ら
幼
稚
園
園
長
先
生
」

文
章
に
す
る
と
、
一
段
高

く
設
け
ら
れ
た
原
―
雅
び

に
恵
ま
れ
た
女
性
。
お
会

い
す
る
と
、「
光
が
丘
新

聞
で
見
ま
し
た
お
久
し
ぶ

り
で
す
。
と
光
が
丘
む
ら

さ
き
幼
稚
園
（
３
丁
目
）

光
が
丘
わ
か
ば
幼
稚
園

（
７
丁
目
）
勤
務
時
代
の

保
護
者
や
、
地
域
の
方
々

に
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
…
」

通
勤
は
30
分
位
か
け

て
自
転
車
。
前
任
は
北
大

泉
幼
稚
園
副
園
長
。
を

趣
味
は
、
ず
ば
り
、
花

「
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
好

き
な
ん
で
す
。
流
派
も
い

ろ
い
ろ
」

カ
ラ
フ
ル
な
胡
蝶
欄
の

前
に
、
ケ
ー
キ
の
よ
う
な

花
壇
花
、
ハ
ー
ト
の
中
に

収
め
ら
れ
た
花
々
な
ど
が

園
長
室
を
和
ま

せ
て
い
る
。

教
育
目
標
は

に
こ
に
こ
　
あ

っ
た
か
　
元
気

い
っ
ぱ
い
。

ご
主
人
と
お

２
人
の
娘
さ
ん

た
ち
に
も
お
花

の
す
ば
ら
し
さ

を
伝
授
し
て
い

る
。

古
き
良
き
時
代
の
申
し

子
と
い
う
べ
き
「
日
下
石

直
美
校
長
」
は
、
豊
渓
中

で
校
長
を
７
年
間
勤
務
、

今
年
練
馬
中
学
校
に
異
動

と
な
っ
た
。

社
会
科
の
教
員
、
趣
味

は
国
内
旅
行
。
昨
年
は
、

野
球
好
き
で
高
校
教
師
を

目
ざ
す
ご
長
男
と
奥
様
で

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
を
楽
し
ん

だ
（
茨
城
か
ら
出
航
す
る

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
号
で
北
海

道
を
横
断
す
る
ツ
ア
ー
）

練
馬
中
の
校
庭
に
は

25
匹
の
鯉
が
丸
池
に
住

ん
で
い
る
。
近
付
く
と
寄

っ
て
き
て
、
エ
サ
じ
ゃ
な

い
と
分
か
る
と
、
向
き
を

変
え
て
泳
ぐ
。
賢
い
。

「
19
日
は
入
学
式
な

ん
で
す
よ
。
１
年
生
が
１

７
３
名
。
ど
ん
な
出
会
い

が
あ
る
か
と
て
も
愉
し
み

…
」

柔
ら
か
な
対

応
が
学
校
全
体

を
包
み
、
生
徒

た
ち
も
そ
の
優

し
さ
に
触
れ
６

月
か
ら
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し

た
中
学
校
生
活

を
感
受
す
る
と

思
わ
れ
る
。

昭
和
61
年
４

月
よ
り
教
師
。

包
み
こ
む
人
間
愛
が
　
魅
力

豊
富
な
金
言
が
注
目
さ
れ
て

常
に
明
る
い
未
来
を
目
指
す

豊渓中学校山根　浩孝 校長

練馬中学校日下石直美 校長光丘高等学校　尾　　肇 校長

光が丘第二中学校山田美鈴 校長

光が丘さくら幼稚園壇原 雅恵 園長

考
え
て
行
動
で
き
る
生
徒
を

 

 

 

 









▽
旭
町
１
丁
目
商
店

会
＝
中
元
謝
恩
福
引
大
売

出
し
　
６
月
22
日
〜
７
月

19
日
　
お
買
上
げ
２
０
０

円
毎
に
福
引
補
助
券
、
10

枚
で
１
回
抽
選
で
き
る
。

特
別
賞
＝
ホ
テ
ル
カ
デ

ン
ツ
ァ
光
が
丘
「
ラ
ン

チ
・
デ
ィ
ナ
ー
バ
イ
キ
ン

グ
券
」
ペ
ア
20
本
　
特

等
＝
練
馬
区
共
通
商
品
券

５
０
０
円
相
当
10
枚
　
15

本
　
２
等
＝
お
米
５
㌔
㌘

新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
　
20
本
　

３
等
＝
け
ず
り
節
セ
ッ

ト
か
漬
物
セ
ッ
ト
　
50
本

４
等
＝
煎
茶
か
区
内
共

通
賞
品
券
５
０
０
円
分

１
２
０
本
　
５
等
＝
飲
料

水
か
野
菜
　
５
０
０
本

６
等
＝
お
や
つ
菓
子
　
２

５
０
０
本
　

抽
選
日
　
７
月
19
日

10
時
〜
15
時
　
水
の
流
れ

る
公
園
。
先
着
１
５
０
名

に
粗
品
進
呈
。

▽
高
松
町
造
り
商
店

会
＝
中
元
福
引
大
売
出
し

６
月
22
日
〜
７
月
18
日

期
間
中
３
０
０
円
お
買
上

げ
毎
に
福
引
補
助
券
１

枚
、
５
枚
で
１
回
抽
選
で

き
る
。

ラ
ッ
キ
ー
賞
＝
ホ
テ
ル

カ
デ
ン
ツ
ァ
光
が
丘
食
事

券
　
20
組
　
特
賞
＝
練
馬

区
内
共
通
商
品
券
５
０
０

０
円
分
　
10
人
　
１
等

賞
＝
同
３
０
０
０
円
分
　

10
人
　
２
等
賞
＝
同
５
０

０
円
分
　
１
０
０
人
　
３

等
賞
＝
そ
う
め
ん
　
１
２

０
人
　
４
等
賞
＝
つ
ゆ
の

素
１
㍑
　
１
２
０
人
　
５

等
賞
＝
各
店
舗
賞
　
50
人

６
等
賞
＝
お
菓
子
　
50

人
　
ハ
ズ
レ
＝
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
　
子
ど
も
に

お
菓
子
50
人

抽
選
日
　
７
月
18
日

10
時
〜
15
時
　

▽
土
支
田
地
蔵
通
り
商

店
会
＝
中
元
福
引
大
売
出

し
　
６
月
20
日
〜
７
月
19

日
　
お
買
上
げ
２
０
０
円

毎
に
抽
選
券
１
枚
、
10
枚

で
１
回
抽
選
で
き
る
。

特
賞
＝
練
馬
区
内
共
通

商
品
券
５
０
０
０
円
分
　

５
本
　
特
別
Ａ
賞
＝
同
３

０
０
０
円
分
　
５
本
　
特

別
Ｂ
賞
＝
同
５
０
０
円
分

20
本
　
第
９
ブ
ロ
ッ
ク

特
別
賞
＝
ホ
テ
ル
カ
デ
ン

ツ
ァ
光
が
丘
お
食
事
券

ペ
ア
20
本
　
１
等
賞
＝
お

米
５
㌔
㌘
　
30
本
　
２
等

賞
＝
６
缶
パ
ッ
ク
ビ
ー
ル
　

60
本
　
３
等
賞
＝
食
料

品
４
０
０
本
　
４
等
賞
＝

新
鮮
野
菜
か
食
料
品
　
５

０
０
本
　
残
念
賞
＝
袋
菓

子
　
７
０
０
本
　
お
楽
し

み
賞
＝
冷
た
い
ド
リ
ン
ク
　

６
０
０
名

抽
選
日
　
７
月
19
日

12
時
30
分
〜
16
時
　
水
関

口
米
店
駐
車
場
で

▽
光
が
丘
ふ
れ
あ
い
の

町
　
青
空
市
会
＝
中
元
大

売
出
し
　
６
月
28
日
、
７

月
12
・
26
日
　
お
買
上
げ

３
０
０
円
毎
に
補
助
券
１

枚
、
５
枚
で
１
回
ガ
ラ
ポ

ン
抽
選
が
で
き
る
。

各
店
か
ら
の
お
楽
し
み

賞
品
が
当
た
る
。

抽
選
日
　
７
月
26
日

青
空
市
会
場
（
光
が
丘
Ｉ

Ｍ
Ａ
南
館
２
階
裏
）

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、
光
が
丘
消
防
署
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
『
し
ょ
ー
ぴ
ー
く
ん
』

が
、
地
域
住
民
に
感
染
防

止
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

し
ょ
ー
ぴ
ー
く
ん
は
普

段
か
ら
、
署
の
前
を
通

り
か
か
る
人
た
ち
に
、

火
災
予
防
の
大
切
さ
を

呼
び
か
け
る
広
報
マ
ン

と
し
て
活
躍
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染

拡
大
し
て
か
ら
は
、
か

わ
い
い
水
玉
の
マ
ス
ク
を

つ
け
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
に

な
ら
な
い
、
う
つ
さ
な
い

っ
ぴ
！
」
と
書
か
れ
た
プ

ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
乗
り
越
え

よ
う
と
、
地
域
の
方
々
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

し
ょ
ー
ぴ
ー
く
ん
も
マ
ス
ク
で



会
長
＝
佐
竹
知
子
　
事

務
局
長
＝
市
川
久
雄
　
財

政
部
長
＝
同
　
公
団
対
策

部
＝
岡
本
郁
夫
　
文
化
部

長
＝
森
　
美
優
紀
　
福
祉

部
長
＝
小
田
切
あ
き
　
防

災
対
策
部
＝
戸
塚
　
清

広
報
部
長
＝
岡
本
郁
夫

委
嘱
員
＝
野
内
八
重
子
　

会
計
監
査
＝
山
田
勢
津
子

青
木
菊
代
　
選
挙
管
理

委
員
＝
小
島
勘
一
　
平
瀬

力
男※

委
嘱
員
は
、
委
員
に

代
わ
っ
て
庶
務
や
自
治
委

員
に
配
布
物
を
届
け
る
作

業
を
す
る

実
家
は
祖
父
の
代
か
ら

注
文
紳
士
服
店
を
営
ん
で

い
ま
し
た
。
夜
遅
い
時
間
、

チ
ャ
コ
ペ
ン
や
裁
ち
バ
サ

ミ
を
持
っ
て
裁
ち
台
に
向

か
う
父
の
後
ろ
姿
を
、
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
父

は
そ
れ
な
り
に
腕
の
あ
る

職
人
だ
っ
た
ら
し
く
、
何

か
の
大
会
で
東
京
都
三
位

に
な
っ
た
時
の
楯
が
店
に

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
も
に
暮
ら
し
て
い
た

祖
母
は
、
私
が
物
心
つ
い

た
頃
か
ら
家
業
を
継
ぐ
こ

と
を
強
く
望
ん
で
い
ま
し

た
。
一
方
、
両
親
は
「
将

来
は
お
前
の
好
き
に
し
て

構
わ
な
い
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

私
が
小
学
生
の
時
に
店

は
つ
ぶ
れ
、
父
は
そ
れ
ま

で
と
ま
っ
た
く
関
係
な
い

仕
事
に
就
き
ま
し
た
。「
継

ぐ
、
継
が
な
い
」
の
話
は

立
ち
消
え
と
な
り
、
そ
の

後
、
幸
運
も
あ
り
私
は
望

ん
で
い
た
教
員
に
な
り
ま

し
た
。

「
け
れ
ど
も
」
と
考
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も

し
店
が
つ
ぶ
れ
て
い
な
か

っ
た
ら
、
も
し
祖
母
だ
け

で
な
く
両
親
も
家
業
を
継

ぐ
よ
う
に
言
っ
て
い
た
ら
、

私
は
ど
う
し
て
い
た
だ
ろ

う
か
、
と
。

私
は
手
先
が
不
器
用
で

す
。
繊
細
さ
が
求
め
ら
れ

る
手
仕
事
に
は
向
い
て
い

ま
せ
ん
。
仕
立
屋
に
な
ろ

う
と
し
て
も
な
れ
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
し
、
な
っ
た

と
し
た
ら
大
変
な
苦
労
を

し
て
い
た
は
ず
で
す
。「
向

き
不
向
き
」
で
言
っ
た
ら
、

私
に
と
っ
て
実
家
の
仕
事

は
明
ら
か
に
「
向
い
て
い

な
い
」
仕
事
で
し
た
。

で
も
、「
向
い
て
い
な
い
」

と
は
っ
き
り
分
か
る
の
は
、

大
人
に
な
っ
た
今
だ
か
ら

こ
そ
で
す
。
子
供
の
頃
に

は
、
そ
こ
ま
で
客
観
的
な

判
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
上
、
親
や
祖
母
に
繰
り

返
し
「
店
を
継
ぐ
の
だ
」

と
言
わ
れ
続
け
て
い
た
ら
、

他
の
道
を
考
え
る
こ
と
な

く
家
業
を
継
い
で
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

子
供
は
思
っ
た
以
上
に

大
人
の
影
響
を
受
け
る
も

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
大
人
は
そ
れ
ぞ
れ

の
子
供
が
「
向
き
不
向
き
」

を
見
抜
き
、
無
理
強
い
し

な
い
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。

手
先
が
器
用
な
子
、
運

動
に
秀
で
て
い
る
子
、
音

感
が
抜
群
な
子
、
考
え
る

こ
と
が
性
に
合
う
子
、
話

が
上
手
で
場
持
ち
の
い
い

子
な
ど
、
子
供
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。「
向
い
て
い
る
こ

と
」
も
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い

ま
す
。

「
う
ち
の
子
に
は
『
向

い
て
い
る
こ
と
』
な
ん
か

何
も
な
い
」
と
言
う
方
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
れ
は
本
人
も
ご

家
族
も
ま
だ
見
え
て
い
な

い
だ
け
で
す
。
何
か
の
き

っ
か
け
で
、
き
っ
と
見
つ

か
る
は
ず
。
実
際
、
卒
業

生
か
ら
同
窓
会
に
招
か
れ

る
と
、
小
学
生
の
時
に
は

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
仕

事
で
活
躍
し
て
い
る
子
は

い
く
ら
で
も
い
ま
す
。
気

を
長
く
し
て
、
見
守
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
子
供
に
も
、「
向

き
不
向
き
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
子
が
自
分
に

向
い
て
い
る
こ
と
を
見
つ

け
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
大
人
は
、

そ
の
背
中
を
支
え
て
あ
げ

た
い
も
の
で
す
ね
。
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